
　
　
　
　
第
三
巻
　
　
紹
　
介
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劇
舟
に
就
て
、
捌
者
の
研
究
概
報
な
り
。
緒
言
に
捨
て
先
づ
此
の
遺
物
の
男

望
上
に
於
け
る
主
菜
の
大
な
る
を
云
ひ
、
調
査
の
経
過
を
説
き
、
次
に
二
個

の
郡
分
よ
り
残
る
離
髄
の
構
造
、
形
勢
、
大
小
を
記
載
す
る
ミ
共
に
船
劒
の

樟
な
ろ
こ
ご
、
艶
紐
に
佐
る
に
樟
は
古
代
に
あ
り
て
は
燕
の
種
の
材
料
ミ
し

て
鰐
ゐ
ぬ
る
こ
ミ
多
き
が
、
そ
に
木
質
が
劉
舟
を
作
う
に
適
ぜ
う
に
て
、
現

今
解
説
の
大
な
る
少
な
き
ち
畿
内
に
て
は
古
く
此
の
樹
の
多
か
り
し
を
地
名

よ
り
設
明
ぜ
ん
ご
こ
，
舷
郷
に
現
れ
六
ろ
色
品
に
就
て
博
μ
小
前
州
　
博
士
及
び
清

水
大
険
高
等
工
業
黒
絞
敏
授
の
燐
融
載
の
附
着
堪
る
な
り
ミ
の
訊
に
大
宝
賓

成
ぜ
る
も
、
色
影
が
特
に
中
蔀
に
の
み
明
白
蕉
る
黙
に
就
て
多
少
の
疑
を
存

ぜ
り
り
鑓
牧
草
以
下
に
於
て
薯
者
は
造
船
饗
蓮
東
上
よ
り
劇
舟
の
形
式
即
戦

を
匪
別
し
て
、
編
曲
劇
舟
覆
紡
縫
合
三
舟
。
岡
宮
着
劇
舟
“
よ
書
し
、
全
澱
の

舟
は
舞
三
者
の
内
の
樒
物
金
贋
混
用
釘
着
り
式
な
る
を
無
音
、
櫨
部
に
翫
を

置
き
て
水
の
優
入
を
防
ぎ
、
中
部
F
て
横
張
方
を
作
る
鰯
に
ク
ロ
ソ
ス
、
ビ

ー
ム
を
蝟
ゐ
、
舷
鰯
に
「
更
に
鞭
を
煎
へ
躍
る
こ
ビ
、
後
書
ド
は
擢
叉
は
打
擢

を
さ
し
込
み
覧
ろ
勲
等
あ
ろ
等
を
幽
趣
し
、
本
心
舟
の
澱
元
を
試
み
必
ぬ
釘

若
に
使
用
こ
れ
ろ
釘
類
に
木
釘
書
鐵
製
の
李
釘
、
カ
ス
ガ
ヒ
、
縫
釘
、
打
釘

の
濯
種
あ
る
を
蓮
べ
た
纏
昌
．
而
こ
て
測
に
前
後
二
大
敷
の
援
合
面
の
装
概
よ

り
、
此
の
舟
が
河
川
叉
は
湖
沼
用
な
り
ミ
の
熊
倉
高
等
工
業
数
授
を
読
を
探

れ
り
、
池
理
巨
魚
察
の
項
に
て
に
埋
役
の
駿
態
ご
附
記
の
土
壌
を
嵩
む
て
、

機
掘
の
際
舟
艘
の
下
方
に
存
し
診
る
草
木
の
葉
に
ミ
ヅ
ア
フ
七
に
近
き
あ
の

第
ご
號

一
五
四
　
（
三
…
二
〇
）

あ
る
こ
ε
は
地
勢
・
・
」
併
ぜ
考
へ
埋
浸
円
田
時
”
比
の
蓬
は
談
水
淵
咽
な
の
ワ
・
し
か
ミ
翻
泓
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
じ
サ

す
u
か
く
て
鮭
等
の
結
巣
ご
、
船
膿
の
下
峰
よ
り
彌
生
式
土
器
の
破
片
を
畿

．
ぜ
ろ
事
等
よ
り
綜
合
し
て
，
劉
舟
の
製
作
年
代
を
奈
夏
朝
前
期
、
或
は
大
和

朝
廷
り
末
期
な
り
、
形
朕
嫉
蜜
力
系
統
の
ジ
ヤ
マ
ン
型
、
藏
線
型
に
し
て
、

口
本
造
船
掌
上
よ
り
見
れ
ば
倭
人
型
一
一
－
近
く
、
簿
聖
上
の
天
石
桶
船
を
想
像
・

苞
£
む
ろ
も
の
な
り
ご
結
論
殴
り
。
此
の
劇
舟
に
就
い
て
は
先
に
考
古
學
雑

誌
土
（
八
ノ
｝
。
二
）
に
火
滋
弘
雄
馬
の
報
告
あ
り
↓
蛋
掘
の
鞭
末
の
如
き
に
こ

れ
よ
り
精
興
な
る
も
、
早
舟
其
の
煙
り
構
造
の
調
査
F
至
り
て
は
、
此
の
報

告
を
倹
っ
て
｝
贋
朋
に
ゼ
ら
れ
ぬ
る
也
。
た
》
其
の
紡
論
の
項
の
如
き
、
地

理
的
考
察
の
項
に
於
け
ろ
草
木
の
葉
の
研
究
よ
り
淡
水
湖
ミ
糊
ゼ
る
如
き
に

張
π
俄
に
．
竃
．
説
こ
看
識
す
べ
か
ら
ざ
る
に
似
糞
り
e
〔
梅
源
一

　
　
　
　
　
も
　
　
ヤ
サ
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

　
　
　
　
働
東
京
濾
の
津
漉
ド
就
き
て
　
　
　
　
　
　
大
森
　
房
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
，
　
　
σ
東
洋
學
藝
雑
誌
所
載
）

　
津
涙
に
、
（
一
）
暴
風
、
（
二
）
海
底
地
震
，
（
三
）
海
申
燐
火
、
戸
賜
）
償
火
叉

は
地
震
の
際
一
連
、
に
多
量
の
土
石
か
海
中
に
入
る
瘍
A
”
等
に
写
る
．
中
に
も

（
一
×
二
）
の
原
瞬
に
よ
る
津
蟹
は
電
器
に
最
多
し
・
而
し
て
海
中
地
震
F
因

る
獣
漉
ぽ
、
海
水
か
共
固
有
週
期
を
以
て
振
動
し
、
鍛
サ
乃
総
数
＋
分
毎
に

急
激
に
瀕
落
し
、
長
時
間
を
畿
て
鎭
酵
空
い
暴
糠
雨
ド
基
づ
く
も
の
に
、
魚
r

騰
望
事
の
爲
ギ
均
潮
位
嘱
高
ま
り
、
且
猛
風
の
露
海
水
膨
越
し
、
叉
激
濃
匹

よ
り
小
波
動
多
く
、
煎
者
ご
は
海
水
振
動
の
形
式
悲
し
く
異
な
れ
づ
。



棄
京
焼
F
て
は
欝
“
の
小
な
み
爲
，
瀞
外
三
層
十
羅
の
海
底
に
は
屡
地
震
あ

去
て
、
郁
”
豆
㊤
入
居
島
等
に
津
渓
を
起
す
も
、
影
響
に
て
は
バ
ニ
）
の
源
固
に
よ

る
韓
漂
拭
甚
し
か
ら
す
、
、
之
ド
反
こ
（
一
）
の
原
嗣
に
よ
る
も
の
は
大
嶺
害
を

蹴
ハ
ふ
乙
こ
、
し
ψ
の
り
。
寛
政
一
二
年
（
一
♪
u
九
一
年
一
八
日
μ
六
纏
b
二
し
T
H
［
、
九
n
月
㎜
閏

日
の
江
芦
海
岸
の
大
津
漠
、
安
政
三
年
八
月
二
十
五
臼
（
一
八
五
六
年
九
月

ご
十
三
口
）
、
大
鳥
六
唾
十
月
一
二
の
津
浪
の
穿
き
皆
配
り
。
賑
に
最
後
の
時

匹
に
、
聞
東
各
地
F
於
げ
ろ
鳳
水
害
甚
し
く
、
千
三
婿
飴
の
巫
箆
を
雛
り
、

．
四
萬
五
干
窮
鯨
の
佳
景
を
潰
滅
溌
失
煙
｛
め
、
八
千
二
百
蝕
隻
の
離
舶
を
沈

”拭

[
・
し
め
、
調
掘
尾
震
災
£
二
い
津
涙
以
後
の
志
人
災
ψ
古
を
煎
ハ
へ
れ
る
が
、
暴
凧
鱒
に
・

俘
う
て
越
q
’
・
し
東
京
薄
の
津
浪
が
災
害
を
碧
し
く
掴
軍
し
宍
吸
。
暴
風
に
趨

購
で
ろ
旧
藩
の
…
理
合
に
は
、
之
が
漁
潮
殊
ロ
大
潮
の
電
き
の
潮
波
ピ
一
致
す

ろ
ぐ
」
き
は
馨
水
の
機
盗
を
著
・
し
く
高
か
・
下
し
む
、
明
治
四
十
四
年
七
月
二
十

六
撮
の
東
京
鰺
津
浜
は
魚
墜
の
最
盤
時
が
午
薗
鋤
彫
に
て
、
午
前
四
時
牛
が

朔
謎
大
潮
の
軍
器
駐
留
七
里
、
．
昨
年
＋
月
百
に
ほ
風
力
の
簸
大
な
り
し

に
午
前
三
島
十
分
に
て
，
同
近
時
二
十
一
育
が
満
月
大
潮
の
満
潮
な
り
、
而

も
此
二
つ
の
場
合
及
往
還
。
安
政
等
の
津
浪
．
駄
何
れ
も
秋
分
の
前
後
ド
て
一

年
冬
墾
均
潮
位
最
高
の
蹄
な
d
、
、
・
、
獄
暴
鳳
か
海
水
を
海
岸
に
吹
・
さ
つ
け
て
も

潅
承
類
の
臓
艦
を
助
く
る
こ
ご
大
な
り
．
昨
年
の
瘍
含
に
東
菓
の
楓
糖
氣
歴

・
七
一
四
エ
襟
純
．
二
十
中
呂
閣
門
由
－
の
無
生
摯
滋
下
閃
一
｝
㊥
三
二
｝
な
り
、
さ
れ
ば
山
乙
に
「

由
一
k
越
ろ
水
擁
の
膨
超
は
認
五
二
O
糎
湘
即
一
尺
八
寸
な
る
べ
亀
・
な
り
、
然
る
に
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
、
、

　
　
　
　
第
三
巷
　
紹
介
　
雑
灘

湾
内
小
鷺
川
の
瞼
潮
器
に
て
親
日
ぜ
る
、
所
に
て
は
黒
潮
に
よ
う
海
水
の
鰹
起
．

を
差
8
1
き
、
海
影
面
の
實
際
の
膨
起
は
＝
ハ
一
行
即
五
尺
三
寸
な
り
、
故
に

書
翰
三
尺
五
寸
れ
け
は
強
烈
が
海
水
を
一
方
に
吹
き
つ
け
て
、
海
岸
に
海
水

の
堆
黒
を
幽
し
出
る
爲
な
り
、
常
．
時
風
悪
に
一
秒
時
間
四
＋
米
に
二
士
の
。

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ド

之
を
要
す
る
に
，
寅
京
欝
に
越
る
津
漠
ば
、
低
氣
歴
に
よ
る
海
準
薗
の
膨
越
、
、

強
風
が
海
永
を
海
…
歪
吹
奇
窃
す
ろ
こ
ビ
、
之
が
満
心
残
に
秋
分
継
子
の
大

潮
ミ
洞
時
に
魁
る
こ
婁
等
に
よ
乃
も
の
に
て
、
果
低
艶
出
が
一
瓢
間
頁
瀞
位

の
高
閣
度
に
て
前
甦
す
ろ
を
蟻
て
中
心
に
海
水
を
吸
ひ
よ
せ
，
之
か
高
設
を
・

な
し
で
低
魚
謎
申
心
の
後
を
追
び
て
留
動
す
う
に
よ
っ
て
助
け
ら
る
ゾ
こ
ミ
・

多
し
云
々
。

　
　
　
　
わ
　
へ
　
あ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ゐ
　
　
な
　
ぬ
　
　
へ
　
ゆ
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
　
へ
　
も
　
　
へ
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
鱒
地
形
書
人
交
こ
の
關
係
を
示
ゼ
る
リ
ッ
チ
残
の
麺
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
多
方
　
（
奪
還
墨
藝
難
誌
所
載
〉

　
　
　
　
め
　
や
　
へ
　
ゐ
　
へ
　
も
　
ぬ
　
も
ア
ヘ
　
へ
　
も

　
　
　
翻
入
文
の
特
筑
ミ
地
貌
の
鵬
廻
　
A
、
3
生
　
（
地
學
難
誌
所
載
）

　
共
に
翫
着
の
楽
網
地
理
學
評
論
に
出
で
し
リ
ン
チ
篤
の
論
女
を
紹
介
乾
れ

る
も
の
な
り
。
之
に
地
形
の
幼
嶋
。
翫
年
・
老
年
期
に
於
て
衿
丈
の
擬
蓮
が
各

戸
礁
の
形
式
を
取
る
こ
、
・
・
を
門
燈
的
に
正
確
に
研
究
・
し
，
之
を
曲
継
に
て
表

は
し
六
る
も
の
に
て
、
頗
る
興
蝋
あ
ろ
籍
三
盛
震
り
。
サ
ン
チ
轟
は
糊
を
黄

麻
の
農
村
に
騰
り
て
、
避
富
豪
膝
。
市
邑
楽
の
工
専
を
考
察
・
し
、
幼
年
期
は

高
地
耕
作
の
紆
は
乃
、
時
に
て
、
鳥
屋
農
禦
道
路
希
邑
駿
婁
・
し
て
高
地

に
あ
弓
、
谷
は
挾
け
れ
ば
閑
却
ぜ
ら
れ
、
蓋
然
森
林
の
ま
》
に
臓
さ
る
も
曾

第
二
號

一、

ﾜ
五
　
（
三
三
一
）

葛

全



　
　
　
　
第
三
巻
　
　
藁
　
報

ま
道
路
あ
れ
ば
谷
を
隔
つ
る
爾
高
地
を
連
絡
す
る
も
の
の
み
，
か
、
る
地
方

に
は
谷
に
そ
ひ
て
主
要
逡
路
漉
ろ
こ
ご
な
し
。
舷
年
期
に
拭
挙
坦
な
る
高
地

拭
漸
次
面
積
縮
少
し
、
鋭
き
申
背
を
生
じ
、
谷
厩
に
そ
ひ
て
耶
地
簗
直
す
ろ

を
以
て
，
此
地
方
に
て
に
谷
地
耕
作
行
は
る
．
勉
年
末
期
ま
り
谷
の
傾
斜
援

漫
ご
な
り
、
谷
の
側
面
の
傾
斜
地
三
年
酵
ほ
ろ
・
に
至
る
云
々
。
〔
以
土
下
田
〕

久
源
氏
蒐
集
圃
轡
の
寄
托
，
“
向
の
原
史
時
代
遺
跡
調
査

彙

艮叢帯

　
　
　
　
轡
久
原
氏
蒐
集
岡
書
の
嵜
託

　
久
厭
屠
之
助
氏
に
我
國
に
於
け
る
古
書
珍
籍
の
散
侠
を
憂
へ
、
和
閏
維
四

型
氏
に
話
こ
て
鰍
年
來
そ
の
蒐
集
に
蝕
念
菰
か
り
し
が
，
將
崇
そ
の
主
な
る

．
圃
書
歎
千
黙
を
嘗
子
ご
む
て
特
輝
の
丈
鷹
を
京
鄭
に
建
設
す
ろ
の
至
急
あ
り

残
づ
管
理
者
貰
聞
矯
の
名
義
を
以
て
こ
れ
を
京
都
暗
記
大
池
附
魑
圃
書
誌
F

誉
託
こ
儲
り
こ
か
ば
、
監
置
書
舘
に
で
、
は
特
に
係
負
を
定
め
て
之
れ
が
整
理

に
淫
事
銘
し
め
つ
・
あ
り
φ
閥
く
ミ
こ
ろ
に
櫨
れ
ば
、
そ
の
生
．
な
る
も
の
は

古
窺
経
尊
し
古
版
本
に
・
し
て
、
前
者
ほ
瀦
鋼
維
よ
り
第
安
鎌
倉
晦
代
の
も
の

凡
そ
百
誉
、
そ
の
他
慶
長
以
前
の
古
鈴
本
古
武
耐
風
怒
る
ハ
多
く
、
後
者
は
百
萬

塔
の
陀
羅
尼
経
を
勧
め
ε
し
て
各
種
の
曝
露
を
綱
羅
・
し
、
就
中
五
山
版
は
殆

ん
ご
全
部
を
蒐
集
亡
盤
く
煙
り
こ
い
ふ
を
得
べ
む
。
爾
徳
川
時
代
に
於
け
ろ

第
二
號

一
五
六
　
　
（
三
三
二
V

名
家
の
眞
蹟
類
も
多
く
、
森
羅
猛
撃
干
鹸
…
種
、
黒
庵
五
百
種
、
赤
本
露
寒
種
．

の
蒐
集
は
最
も
油
煮
す
べ
き
も
の
に
・
し
て
、
隠
れ
の
岡
書
舘
に
も
見
る
能
は

ざ
る
酷
な
ら
ん
○
異
B
整
理
の
後
は
盛
者
の
研
究
に
賛
す
る
こ
、
こ
露
な
る
べ

く
、
近
時
富
豪
が
漸
く
精
淋
的
事
業
に
注
目
む
て
か
》
る
企
叢
を
な
す
を
見
r

の
り
は
誠
に
「
罵
引
田
外
の
慶
事
ミ
い
ふ
べ
・
し
。

　
　
　
　
欝
日
向
の
原
史
時
代
遺
跡
調
査

　
京
都
文
斜
大
學
に
て
ば
数
年
來
冬
期
に
於
て
宮
崎
縣
皮
蹟
研
究
勝
に
敏
賞

を
涙
邉
し
・
縣
ご
協
岡
の
下
に
岡
地
噸
都
鎮
古
墳
の
影
画
調
査
を
行
ひ
來
れ

る
か
、
渦
｝
ぐ
る
冬
期
…
熊
暇
に
も
、
績
閃
敬
綬
は
P
梅
原
曝
…
三
夕
從
へ
て
岡
紬
帽
ド
ド

蹴
張
O
、
十
二
月
甘
八
貝
よ
り
約
二
週
間
同
縣
輿
蹟
調
査
脇
托
若
出
界
藏
氏

の
案
四
に
て
特
に
石
器
・
土
器
を
召
出
す
る
延
縄
附
近
共
他
七
ヶ
所
の
慧
跡

ゆ
窪
窪
を
鑑
み
、
癬
弦
學
的
の
調
査
を
蓬
籍
し
て
，
方
今
學
界
の
注
目
を
慧

き
つ
・
あ
ろ
彌
生
践
土
器
F
つ
き
興
瞭
あ
る
資
料
を
得
意
リ
ミ
云
ふ
○
今
無
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
、

概
要
を
紹
介
ぜ
ん
に
、
先
づ
縣
の
北
都
東
臼
魯
郡
．
ト
て
に
、
麸
岡
を
中
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
や
　
も
　
も
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

し
て
共
の
濁
圃
の
遺
跡
を
踏
査
し
、
謬
論
村
縣
苗
闘
の
雑
物
散
布
雀
隠
罰

　
　
　
　
　
ヘ
ロ

わ
　
へ
　
せ
　
へ
　
も
コ

村
大
裳
の
紫
雲
ミ
を
較
算
し
唐
り
し
が
，
前
者
に
瞳
周
小
山
を
統
ら
謙
る
高

望
に
し
て
表
晦
に
履
斧
、
石
庖
丁
、
石
鑛
、
筆
類
、
土
盤
昆
布
し
、
蘇
に
・

石
鎌
の
内
に
ほ
碇
に
金
臓
器
を
模
ぜ
ろ
珍
奇
な
る
も
の
あ
り
，
土
器
ほ
彌
焦
、

式
系
統
の
赤
螺
に
て
、
共
包
奮
駿
態
は
、
本
発
表
晦
に
近
く
存
し
、
鋤
下
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
さ
　
も
　
も

盛
ん
ご
塩
物
を
含
ま
す
、
大
貫
貴
塚
に
め
り
て
は
、
台
地
端
に
長
き
溝
を
作
．


